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コーポレートイン
当社の専門技術者をお客様の事業
所内に常駐させ、お客様の立場とな
って最適なソリューションを提供
します。これにより、お客様のあら
ゆるニーズや課題に対して迅速な
対応を実現できます。

コア技術
5つのコア技術で、システム設計・
施工・管理を行い、お客様の様々な
ニーズにお応えします。さらにコア
技術を「技術ソリューション力」などで
横断的に進化・融合し、お客様にとって
最適なソリューションを提供します。

ビジネスのイメージ

当社はエンジニアリング会社として、お客様が工場や事務
所などの設備の導入やリニューアルをする際、最適なシ
ステムの構築を行い、設計・施工・保守などを併せて納めて
います。
最適なシステムをワンストップで提供し、環境・省エネ・高
効率化などの多様なニーズにお応えします。

エンジニアリングフロー
製品を販売するだけではなく、プレ
エンジニアリングから、設計、調達、
建設、運転、保守、アフターサービス
までを一貫して行い、当社の技術と
ともにサービスを提供します。

当社のビジネスのイメージと、エンジニアリング力を
活かしたビジネススタイルについて紹介します。

02ビジネススタイル ～八洲電機の強み～
Business Sty le

最適化を実現するた
め設計から⾏う

ニーズに応じ様々な
環境を作り上げる

鉄道事業のニーズに
お応えする

様々な情報を取りま
とめ、伝達を実現する

再⽣可能エネルギー
を活⽤する

技術ソリューション力

アライアンス構築力

プロジェクトマネジメント力

総合エンジニアリング力

それぞれのコア技術を進化・融合し問題を解決する

日立グループ会社をはじめとした、最適なパートナーと協業し提供する

案件ごとに取りまとめを行う

設計・調達・工事などを連携させ提供する

電機制御システム 環境システム 交通システム 情報システム エネルギーシステム

コア技術

様々な産業のお客様に技術を付加したサービスを提供

プレエンジニアリング（提案） 設計 調達 建設 運転 保守

アフターサービス

コーポレートイン
専門技術者をお客様の事業所内に常駐させる

お客様密着体制

▶エンジニアリング
（提案・システム設計・施工・管理）
▶幅広いニーズにお応えする技術力

技術力
▶長期的な取引における信頼関係
▶技術部門と融合・連携した密着体制

技術営業力

八洲電機

日立及び日立グループ会社

メーカーA

メーカーB

協力会社

お客様①

お客様②

最適なメーカーや協力会社を取りまとめる 設計・施工・保守など併せて納入

「信・愛・和」
信は、「社会に信用・信頼される会社」
愛は、「社会に奉仕する会社」

和は、「社会に協力・協調する会社」を表します。

クオリティの高いサービスを通じ
お客様とともに

価値を創造するベストプランナーとして
環境配慮型社会に貢献する

経営理念 経営ビジョン

株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに、第75期上半期（2018年4月1日から2018年9月30日まで）における営業

の概況及び決算の内容などについてご報告申し上げます。
当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境が改善

し、緩やかな回復基調で推移しておりますが、世界経済の不確実性や自然災害の影
響により先行き不透明な状況が続いております。　

このような状況の中、当社は2018年4月より空調・給排水衛生設備工事事業を
会社分割した「八洲環境エンジニアリング株式会社」と受変電設備・上下水道設備
などの各種プラント設備の建設を主たる事業とする「株式会社三陽プラント建設」
の二社を新たに八洲電機グループに加え、グループのソリューション・エンジ
ニアリング力を強化しました。

また、本年度より事業領域の相互連携強化と競争力の向上を図るため、組織・
事業体制を改編し、「エンジニアリングビジネスユニット」と「インフラソリューショ
ンビジネスユニット」の二つのビジネスユニット体制としました。さらに、ビジネス
ネットワーク推進センターを新設し、事業部間連携の円滑化を推進しております。

今後も、付加価値の高いビジネス展開により、エンジニアリング会社としてさら
なる成長、並びに製品販売力の強化による売上拡大を図ってまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役会長兼社長

01 トップメッセージ
Top Message

010_0842201603012.indd   1-2 2018/11/10   17:13:44



【セグメント変更】	 第1四半期より、セグメント区分の見直しを行い、従来の「産業システム事業」と「社会インフラ事業」を 統合し、「産業・交通事業」に変更しました。
それに伴い、第74期の売上高及び営業利益については、変更後の区分による数値を記載してお ります。 ※売上高構成比は第75期（2018年度）上半期実績で算出

鉄鋼・石油・エネルギーなどのプラント分野に最先端技術で貢献

化学・医薬品・紙パルプ・機械・電気機器・精密機器・鉄道などの幅広い業界に貢献

先端技術を駆使したソリューションを提供し社会に貢献

24.5%売上高構成比

62.6%売上高構成比

12.9%売上高構成比

ビジネスユニットの概要
製品販売力を強化、

売上高拡大

エンジニアリングビジネスユニット

プラント事業

八洲電機
インフラソリューションビジネスユニット
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産業・交通事業 電子デバイス・
コンポーネント事業

子会社 2社 子会社 4社 子会社 1社

 ㈱中国パワーシステム
 ㈱三陽プラント建設

ビジネスユニット体制
2018年度の重点施策である、「ソリューション・エンジニアリング力の強化と
拡大」を推進し、事業領域の相互連携強化と競争力の向上を図るため、組織・
事業体制を改編し、ビジネスユニット制組織を導入しました。また、ビジネス
ユニット制導入に伴い、第1四半期よりセグメント区分を変更しました。

■ 「エンジニアリングビジネスユニット」では、技術営業一体のプラントエン
ジニアリング事業を推進し、エンジニアリング力を最大限に活かし収益力
強化を目指します。

■ 「インフラソリューションビジネスユニット」では、エンジニアリング案件
の対応を行うと同時に、事業間の密接な連携を図り、製品販売力を強化す
ることで売上高の拡大を目指します。また、ビジネスネットワーク推進セン
ターを新設し、顧客・製品・ビジネス情報の横展開強化と、事業部間連携を
さらに推進してまいります。

 八洲電子ソリューションズ㈱ ㈱ヤシマ・エコ・システム
 八洲産機システム㈱
 ヤシマコントロール
システムズ㈱
 八洲環境エンジニアリング㈱

エンジニアリング力を
最大限に活かし、収益力強化

 事業内容　省エネ化、高効率化、老朽化に伴う設備管理の充実と
いったニーズに、最先端機器と八洲ソリューション技術を組合わせ
たシステムを提供しています。

 主要取扱製品　鉄鋼システム、自家用発電設備、受変電・配電設備、
圧延設備、電機制御、生産管理システム、これらに関わる保守・メン
テナンスサービスなど

 事業内容　産業分野では空調・冷熱・圧縮機などの環境制御、省
エネに配慮した照明やITソリューションなどを提供し、鉄道分野では
インフラの整備・構築を手掛け、安全・安心な社会に貢献しています。

 主要取扱製品　空調設備、照明設備、受変電システム、セキュリ
ティシステム、車両及び車両電気品、駅設備関連システム、これらに
関わる保守・メンテナンスサービスなど

 事業内容　半導体及び組込みソフト開発、EMSによる並びに
IoT、AIを使って製造ラインや装置の予防保全のためのソリューシ
ョンを提供しています。

 主要取扱製品　マイコン、アナログ半導体、メモリ、IGBT、液晶
モジュール、電池、センサ、FAネットワーク用通信モジュール、産業
用組込みボード、ソフト受託開発など

電機制御技術を活用し、お客様の製
造設備や製造ラインに、ドライブ制御、
設備・ライン制御、制御計算機などのシス
テムを提供しています。

お客様設備の運用・保守を“見える化”
“改善”することで設備の信頼性を向上
させるとともに、お客様への現場常駐
により、確実なメンテナンスを実施し
ております。

東武鉄道㈱様の20000系
車両を東武宇都宮線ワンマン
線区で運用するため、8両から
4両化、内外装リニューアル、個
別ドア開閉ボタン設置などの
改造を行い、2018年9月より運
用を開始しました。今後もお客
様のニーズに応えた車両を提供
してまいります。

IoT関連事業はますます
拡大、高度化しています。こ
れに伴いセンサーモジュー
ルを構成するセンサーや制
御デバイスの性能向上、小型
化、高セキュリティー対応要
求にお応えできるセンシン
グソリューションを提供い
たします。

左：4両化した20000系車両
右：既存20000系車両

加速度センサー＋
無線モジュール一体型センサー
モジュールデモ機

CLOSE UP !

CLOSE UP !

CLOSE UP !

第74期 第75期

売上高 （百万円）

6,832

■上半期 ■通期
18,741

8,512

第74期 第75期

売上高 （百万円）

17,495

■上半期 ■通期
45,917

16,907

第74期 第75期

売上高 （百万円）

3,610

■上半期 ■通期

8,864

4,813

第74期 第75期

営業利益 （百万円）

196

■上半期 ■通期

1,301

726

第74期 第75期

営業利益 （百万円）

583

■上半期 ■通期

2,575

420

第74期 第75期

営業利益 （百万円）

89

■上半期 ■通期

184
72

石油業界のお客様の製造ライン
（イメージ）
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営業利益 ■上半期 ■通期
営業利益率 ●上半期 ●通期

■上半期 ■通期

73,523
76,000
（予想）

2,400
（予想）

54

1,700
（予想）

180

1,5751,687
2,171

1,007
2.7

3.0
（予想）

2,250
（予想）

2,002

2.1

0.5 0.00.0

1,554

売上高 営業利益／営業利益率 （百万円） （百万円／%）

経常利益 ■上半期 ■通期
経常利益率 ●上半期 ●通期

3.2
（予想）3.0

2.2

0.20.0 0.8

経常利益／経常利益率 （百万円／%）

親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益
■上半期 ■通期

親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益
（百万円）

第75期第73期 第74期 第75期第73期 第74期 第75期第73期 第74期 第75期第73期 第74期

75,662

30,234 27,93830,856

△421

161

△33

247

△365

206

△317

科　目 当上半期
2018年9月30日現在

前　期
2018年3月31日現在

資産の部

流動資産 38,906 53,092

固定資産　 7,481 7,240

　有形固定資産 4,333 4,258

　無形固定資産 355 231

　投資その他の資産 2,792 2,750

資産合計 46,388 60,332

負債の部

流動負債 24,834 38,236

固定負債 3,018 3,364

負債合計　 27,853 41,601

純資産の部

株主資本 18,294 18,609

　資本金 1,585 1,585

　資本剰余金 1,037 1,037

　利益剰余金 15,876 16,087

　自己株式 △204 △100

その他の包括利益累計額 △112 △248

非支配株主持分 352 369

純資産合計 18,535 18,731

負債純資産合計 46,388 60,332

科　目
当上半期

自 2018年4月 1日
至 2018年9月30日

前上半期
自 2017年4月 1日
至 2017年9月30日

売上高 27,938 30,234
売上総利益 4,803 5,001
販売費及び一般管理費 4,837 4,839
営業利益又は営業損失（△） △33 161
営業外収益 94 100
営業外費用 5 13
経常利益 54 247
特別利益 266 607
特別損失 0 522
税金等調整前四半期純利益 320 333
法人税等合計 144 103
四半期純利益 176 229
　 非支配株主に帰属する 

四半期純利益 △3 22

　 親会社株主に帰属する 
四半期純利益 180 206

科　目
当上半期

自 2018年4月 1日
至 2018年9月30日

前上半期
自 2017年4月 1日
至 2017年9月30日

　 営業活動による 
キャッシュ・フロー △2,097 344

　 投資活動による 
キャッシュ・フロー 35 540

　 財務活動による 
キャッシュ・フロー △589 △647

現金及び現金同等物の増減額 △2,652 236
現金及び現金同等物の期首残高 13,010 10,348
現金及び現金同等物の四半期末残高 10,358 10,584

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

連結貸借対照表 連結損益計算書 財務ハイライト

資産の状況

キャッシュ・フローの状況（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書

1

2
1  流動資産　前期末に比べ141億85百万円減少。

（主な要因）現金及び預金30億73百万円減少、受取手形及び
売掛金106億33百万円減少、未収入金22億96百万円減少。

2  流動負債　前期末に比べ134億2百万円減少。
（主な要因）支払手形及び買掛金109億73百万円減少、未払
金27億97百万円減少。

3  営業活動によるキャッシュ・フロー
20億97百万円減少（前年同期は3億44百万円の増加）。

（主な要因）主なマイナス要因として、仕入債務の減少額113
億82百万円、未払金の減少額27億86百万円。
主なプラス要因として、売上債権の減少額113億81百万円。

4  投資活動によるキャッシュ・フロー
35百万円の増加（前年同期は5億40百万円の増加）。

（主な要因）主なプラス要因として、有形固定資産の売却に
よる収入3億28百万円。
主なマイナス要因として、有形固定資産の取得による支出
1億84百万円。

ポイント解説

05 連結財務諸表
Consol idated F inancia l  Statements

 連結財務諸表 06

流動資産 389.0億円
（前期末比141.8億円減）

流動負債 248.3億円
（前期末比134.0億円減）

純資産 185.3億円
（前期末比1.9億円減）

固定資産 74.8億円
（前期末比2.4億円増）

固定負債 30.1億円
（前期末比3.4億円減）

期 首 残 高

営 業 活 動

投 資 活 動

財 務 活 動

四半期末残高

35

△2,097

△589

13,010

10,358

3

4
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2019年2月22日(金)より2日間にわたって東京国際フォーラム
で開催される『東証ＩＲフェスタ2019』に出展いたします。個人
投資家の皆様に当社の事業内容などをより深くご理解いただけ
るよう、ブース内にてミニ会社説明会の開催やパネルを展示
し、わかりやすくご紹介いたします。ぜひご来場の上、当社ブー
スにお立ち寄りください。

2018年9月3日(月)、野村インベスター・リレーションズ㈱企画の『合同個人投資家セ
ミナー』に参加しました。当日は事業内容や重点施策、株式情報などを説明し、個人投資
家の皆様からも貴重なご意見・ご質問をいただきました。

今後も、当社の事業内容などのご理解をより深めていただけるよう、積極的なＩＲ活動
に取組んでまいります。

当社は、東京都港区芝にある土地及び建物を本社芝別館（仮称）として購入し、当社のエンジニアリング部門などを移転集約いたします。
これにより、各技術分野の連携強化を一層高め、また本社各部門との緊密な連携を強化し、業務環境のさらなる整備を進めてまいり
ます。（所有権移転日：2019年3月（予定））2018年6月に改訂された「コーポレートガバ

ナンス・コード」に対応した「コーポレート・ガバ
ナンスに関する報告書」を、2018年8月東京証券
取引所に提出いたしました。

当社は、当社グループの持続的な成長及び
長期的な企業価値の向上を図る観点から、公正
かつ透明な企業活動を行うことを経営の基本と
し、経営の公正性・透明性を確保するとともに、
迅速な意思決定の維持・向上に努めてまいります。

当社は年間を通して様々な社会貢献活動を行って
おります。その一環として2018年度上半期には、
本社所在地である東京都港区、支店のある広島地区
で清掃活動に参加しました。

今後も地域の皆様と協力し、さらに「安全できれい
なまち」になるよう継続して社会貢献活動に努めて
まいります。

2018年9月15日(土)、東京都調布市第二小学校で開催された
「第16回 やあやあドリームオールスターズ(YDAS)2018こども
あそび博覧会」（調布市の市民活動団体などで構成された様々なボ
ランティア団体が主催）に参加・出展しました。

当社は、東京都水道局様の深大寺浄水所(調布市)の電気設備工
事を行っていることもあり、また、昨年の参加・出展がご好評をい
ただいたことから、今年も参加・出
展しました。当日は、来場された約
300名のお子様やご父兄の皆様に、
模型を使用して当社が行った工事
などについて説明を行い、水道局の
役割や水道工事の大切さなどのご
理解を深めていただきました。

当社は、「社会に信用・信頼される会社」「社会に奉仕
する会社」「社会に協力・協調する会社」（「信・愛・和」）を
経営理念に、経営ビジョンである「クオリティーの高い
サービスを通じ お客様とともに価値を創造する ベス
トプランナーとして 環境配慮型社会に貢献する」た
め、従業員が健康であること、そして健康的に働くと
いうことが、重要な経営課題であるととらえています。

従業員の健康を積極的に支援する健康経営の推進
を通じて、組織の活性化や生産性の向上を図り、その
先にある社会に貢献することを宣言し、重点施策に
取組んでまいります。

『東証IRフェスタ2019』に出展します！

野村IR『合同個人投資家セミナー』に参加

固定資産（土地・建物）の取得
コーポレート・ガバナンスに
関する報告書を提出

清掃活動に参加 『第16回YDAS2018
こどもあそび博覧会』に参加・出展

『健康経営宣言』制定

白石取締役兼専務執行役員による
説明の様子

催 事 名 称 東証ＩＲフェスタ2019
主 催 日本取引所グループ／東京証券取引所
会 期 2019年2月22日(金)～23日(土)　10:00～18:00
会 場 東京国際フォーラム　B2FホールE
出 展 社 数 90社（見込み）
入 場 料 無料

開催概要

●ホームページでもご覧いただけます。

https://www.yashimadenki.co.jp/ir_action_
governance.php

WEB

速報 会社分割による情報・通信システム事業会社設立検討開始
当社は、会社分割により2019年4月に情報・通信システム事業を行う会社を設立することについて検討を開始いたしました。
迅速な経営判断と営業・技術一体となった最新技術（IoT、AIなど）のITソリューションを積極的に推進し、また最適システムの

提案力を強化し、さらに競争力を高めることで事業を拡大することを目的に、検討をすすめてまいります。

クリーンキャンペーンに参加（東京） 一斉清掃ボランティアに参加（広島） 来場者でにぎわうブース

当社ホームページは、｢会社案内｣｢事業紹介｣｢株主・投資家の皆さまへ｣｢環境への取組み」などの各ページにおいて、
当社に関する様々な情報を発信しております。当社グループのCSR活動への取組みを
幅広く紹介したCSRレポートも掲載しておりますので、ぜひご覧下さい。

https://www.yashimadenki.co.jp/ 八洲電機 検索

ホームページのご案内

スマートフォンでも
ご覧いただけます。

Other

IR CSR 会社情報 その他

Other

認定番号：健銀第440号
全国健康保険協会 健康優良企業認定ロゴマーク

重点施策
1  からだの健康
 運動機会の増進
 喫煙者の減少
2  職場の健康
  所定時間外労働
時間の更なる減少
  有給休暇取得率
の更なる向上

3  こころの健康
  産業保健スタッフ
拡充による健康
相談の利用促進
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連結経営指標の推移
（単位：百万円）

（※1） 2016年3月期の親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益は、負ののれん発生益による特別利益を含んでおります。
（※2） 2018年3月期の親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益は、土地の譲渡による特別利益及び厚生年金基金からの脱退に伴う特別損失を含んでおります。

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

上半期 通　期 上半期 通　期 上半期 通　期 上半期 通期（予想）

受注高 45,937 84,402 37,429 78,657 34,224 69,969 36,992 —

売上高 35,581 78,313 30,856 75,662 30,234 73,523 27,938 76,000

経常利益 241 2,009 △365 1,687 247 2,171 54 2,400

親会社株主に帰属する
当期（四半期）純利益 82 1,810 △317 1,007 206 1,575 180 1,700

純資産額 15,304 16,423 15,858 17,258 17,462 18,731 18,535 —

総資産額 48,804 53,647 46,549 56,361 47,104 60,332 46,388 —

有利子負債 2,438 2,646 1,841 1,547 1,257 968 1,156 —

1株当たり純資産額（円） 685.35 736.41 712.11 776.04 784.83 846.89 843.04 —

1株当たり当期（四半期）
純利益（円） 3.77 83.13 △14.57 46.27 9.49 72.44 8.33 78.70

自己資本比率（%） 30.59 29.90 33.32 29.99 36.29 30.43 39.20 —

ROE（%） — 11.61 — 6.12 — 8.94 — —

ROA（%） — 3.26 — 1.83 — 2.70 — —

従業員数（人） 980 995 1,009 1,006 1,014 997 1,044 —

商 　 号 八洲電機株式会社
Yashima Denki Co., Ltd.

創 　 立 1946年8月8日
資 本 金 1,585百万円
従業員数 連結1,044名（単体538名）
本 　 社 〒105-8686 

東京都港区新橋三丁目1番1号

本 社 〒105-8686 東京都港区新橋三丁目1番1号
エンジニアリング
セ ン タ ー 〒116-0014 東京都荒川区東日暮里三丁目11番17号

西 日 本 支 社
（ 関 西 支 店 ）

〒541-0042   大阪府大阪市中央区今橋三丁目3番13号   
ニッセイ淀屋橋イースト4F

西 日 本 支 社
（ 中 国 支 店 ）

〒730-0051 広島県広島市中区大手町三丁目8番1号
大手町中央ビル8F

岡 山 支 店 〒710-0824 岡山県倉敷市白楽町249番地5 倉敷商工会館5F

各事業所など
東北営業所、日立営業所、茨城営業所、鹿島営業所、千葉
営業所、京浜営業所、知多営業所、堺営業所、倉敷営業所、
水島事務所、福山営業所、呉営業所、東予事務所、周南営業所、
大分営業所、福岡営業所

グループ会社

■ 株式会社ヤシマ・エコ・システム
 〒116-0014　東京都荒川区東日暮里三丁目11番17号
■ 八洲産機システム株式会社
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号
■ ヤシマコントロールシステムズ株式会社
 〒739-1752　広島県広島市安佐北区上深川町701番1号
■ 八洲環境エンジニアリング株式会社
 〒116-0014　東京都荒川区東日暮里三丁目11番17号 
■ 八洲電子ソリューションズ株式会社
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号

■ 

中国・上海市茂名南路205号 瑞金大厦 25楼 200020
■ 株式会社中国パワーシステム 
 〒730-0015　広島県広島市中区橋本町10番6号 広島NSビル3F
■ 株式会社三陽プラント建設 
 〒125-0063　東京都葛飾区白鳥二丁目15番3号
■ 八洲ビジネスサポート株式会社 
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号

ブランドのシンボルとなるコーポレート・ステートメントロゴは、全社員の投票によって
決定したものです。経営理念である『信・愛・和』をイメージし、「信用・信頼･誠実」を表すブ
ルーの文字に、情熱を表すレッドの円環を重ねることで、創業以来築き上げてきた伝統とス
タイルを継承しつつも、常に未来を見据えた姿勢を表現しています。

発行可能株式総数  50,000,000 株
発行済株式総数  21,782,500 株
株　主　数    24,745 名

コーポレート・ステートメントロゴ

会社の概況 主要拠点

株式の状況

所有者別分布状況

10会社概要／株式データ
Corporate Data /  Stock Informat ion

（※1） （※2）

（2018年9月30日 現在）

株 式 数
21,782,500株

（100 %）

外国法人など
537,800株
（2.5％）

自己名義株式
214,631株
（1.0％）

証券会社
126,284株
（0.6％）
その他法人
2,646,600株
（12.1％）

個人・その他
15,233,585株
（69.9％）

金融機関
3,023,600株
（13.9％）

（※2）

09 ファクトデータ
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〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号　TEL.03-3507-3711

https://www.yashimadenki.co.jp/

株主の皆様からのご支援に感謝し、投資魅力を高め、株式を長期間保有していただくため、配当と株主優待制度を実施し
ております。

株主還元

株主還元（配当・優待）／株式データ（2018年9月30日 現在）

Shareholder Return /  Stock Informat ion

第73期
（2017年3月期）

16円

第74期
（2018年3月期）

18円増配
3円

増配
2円

第75期（予想）
（2019年3月期）

20円
増配
2円

 株式関連指標 株主優待について
  対象となる株主様：  毎年9月末日現在の当社株主名簿に

記載又は記録された1単元（100株）
以上保有されている株主様

 優待の内容：  保有株式数に応じて「全国共通お食事券／
東日本復興支援ジェフグルメカード」を贈呈
いたします。
●200株以上  � � � � � � � � � � � � � � �  2,000円分
●100株以上200株未満 � � � � �  500円分

※ 「東日本復興支援ジェフグルメカード」は、全国約35,000店の身近なお店で
ご利用いただける全国共通お食事券です。

※ ご利用できるお店は「ジェフグルメカード」のホームページ（https://www.
jfcard.co.jp）よりご確認いただけます。
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2018年
3月末

2018年
9月末

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

■当社時価総額　■PBR
■当社株価　■日経平均株価

576円

19,206.99円

551円

16,758.67円
18,909.26円

667円

125

0.83 0.75 0.86

120
145

21,454.30円

863円

1.02

187
863円

株
主
メ
モ

●同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部 
東京都府中市日鋼町1-1
電　話 0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

（ご注意）
1．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、

口座を開設されている口座管理機関（証券会社など）で承ることとなってお
ります。口座を開設されている証券会社などにお問合せください。株主名簿
管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、特別口
座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

●上場取引所 東京証券取引所市場第一部
●証券コード 3153
●事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
●定時株主総会 毎年6月
●基準日 3月31日及びあらかじめ公告する一定の日
●公告方法 電子公告により行います。 

公告掲載URL：https://www.yashimadenki.co.jp/
※ ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告をす

ることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
●1単元の株式数 100株
●株主名簿管理人

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

〈増配について〉
2019年3月期の期末配当予想につきましては、業績及び財務状態を総合的に検討し

た結果、1株当たり18円の配当予想を2円増額し、20円とすることといたしました。
今後も、株主様に対する利益還元と内部留保の充実を総合的に勘案し、収益性、成長

性、企業体質の強化を考慮しつつ、安定的かつ継続的な配当を行ってまいります。

 配当について
 権利確定日：毎年3月末　  配当金額： 1株当たり20円　第75期（2019年3月期）予想
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